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乾直栽培 の普及動 向 :乾 直栽培 は畑状態 の 田面に直接播種 し,発 芽後 湛水す る

水稲 の省 力的 な栽培法で あ る。 この栽培法 は,播 種期 (5月 )の平均気温 が 15℃

以 上 で発芽 まで の期 間 降 雨 量 が少 ない とい つた気候 上 の制 約 が あ るが ,1970

年代 中頃 には全 国で 52000haの 園場 に導入 され た。しか し,そ の後徐 々に減少

し近年 では横 ばいか微増fLFi向に とどまつてお り,2002年 で は全 水稲 作付 面積 の

わず か 0.69%と なつて い る。 しか し,乾 直栽培 は省 力的 な栽培法 であ るこ とは

変 わ りな く,今 後 の社 会情 勢の変化や技術 革新等 に よ り再 び普及拡大す る可能

性 が あ る。そ こで ,乾 直栽培 にお ける課題 の一つ で あ る浸透 量の増 大 につ いて

現地調査 を行 い,浸 透 量増大 の原 因 につ いて調 査 した ,

実 地調査 につ いて :本 調査 では 2年 間 にわた り,乾 直水 田 と移植 水 田の浸透 量

を比較 した。2002年 は排水条件 が悪 い地 区において,2003年 は排 水条件 に問

題 の な い地 区で調査 を行 つた 。結 果 ,水 収 支 法 か ら求 めた 目減 水深 は,2002

年 は両水 田 とも 10mm/d程 度 と乾直栽 培 導入 に よる減水深 の増加 は見 られ な

か つた.2003年 は,乾 直水 田の減水深 (31.7mm/d)は 移植 水 田(20.Omm/d)の

ほぼ 1.5倍 とな り,乾 直栽培導入 の影響 が認 め られ た。 これ よ り,地 下水位 が

浅い排 水性 の悪 い圃場 は乾直栽培 を導入 して も 日減水深 は増 大 しない とい える.

ただ し,降 下及 び畦畔浸透 量の実測 の結 果 か ら,乾 直水 田では湛水深 の高低 に

よ り両浸透 量が影響 を受 けて増減 す るこ とが分か つた。また,乾 直水 田は ,取

水 と排 水 を同時 に行 う傾 向が認 め られ る ことか ら掛流 し的 な濯概 が な され てい

た と考 え られ る。 さらに,乾 直水 日の湛水深 は移植 水 田に比べ高 く維持 され ,

かつ変動 が激 しい傾 向が見 られ た。 これ らよ り,乾 直栽培 を導入 した場合 ,営

農者 は湛水深 の激 しい変動 を嫌 い,高 湛水深 でかつ掛流 し耀概 を行 う傾 向が あ

るこ とが明 らか にな つた。本調査 の結 果 か ら,こ の よ うな深 水管理 が浸透 量 を

増 大 させ て い る可能性 が あ る こ とを指摘 で き る。
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